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図 面 名 称

装 置 仕 様 歩行者仕様・１列設置

450

450

A

流入桝（別途客先手配）

卵形ボール１２０φ×２４０

卵形ボール１２０φ×２４０

有孔卵形ボール１５０φ×２４０

拡水シート

２５～５０Ａ（別途客先手配）

２５～５０Ａ（別途客先手配）

流入桝（別途客先手配）

450 450

B

B

通気管１００φ

450

25
0

25
0

45
0

土砂防止ネット貼り付け

検知管１００φ

拡水シート

７５φキャップ（別途客先手配）

有孔管７５ＶＵ

95
0

A

450 450

ＳＲＳ－ＥＰＳ土壌拡散処理システム平面図

Ａ－Ａ断面図

450 450

通気管１００φ

450

70
0

H1

H2

有孔管７５ＶＵ

７５φキャップ（別途客先手配）

止水シート

土砂防止ネット貼り付け

450 450

Ｂ－Ｂ断面図

250 250450

950

10
0

15
0

45
0

有孔管５０ＶＵ

有孔管７５ＶＵ 卵形ボール１２０φ×２４０

土砂防止ネット貼り付け 有孔卵形ボール１５０φ×２４０

70
0

H1

H2

通気管１００φ

止水シート

拡水シート

2700

2700

ＳＲＳ－ＥＰＳ土壌拡散処理システム７人槽用（６基）図面

検知管１００φ

5.処理装置の端より建築物、隣地境界までの距離は１ｍ以上とする

7.維持管理を適正に行うこと

3.粘土層等の透水性が悪い土壌への設置は行わないこと

4.地下水位が装置底面より１ｍ以上離れている場所で湿潤でない場所へ設置すること

2.雨水浸透ます付近及び雨水等の流入する恐れのない場所へ設置すること

1.各行政の取扱指導要綱に準拠し、合併浄化槽放流水を敷地内処理する装置とする

6.処理装置上部は物を置かないこと

処　理　能　力　：　　２５０ Ｌ／基

※　　　　Ｈ１　：　　　　　　

　　　　　Ｈ２　：　　　　　　

　　計画汚水量　：　１４００ Ｌ／日

　　　　　　　　　　６ 基とする

必　要　基　数　：　１４００ Ｌ÷　２５０　Ｌ＝５．６

　必要処理面長　：　０．４５　ｍ×　６　基＝２．７ ｍ


